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研究成果の概要（和文）：本研究で次の点が明らかとなった。（1）教師は学習者の談話構築力を育成するため
に、談話の文脈を重視し、発言をパラフレーズしている、（2）インタラクションが生まれる授業では、教師が
事実関係だけでなく生徒に推論を求める発話を繰り返している、（3）教師のCIC育成には、教室談話操作能力の
さらなる研究および研修が必要である。しかし、さらに重要なことは、現状を招いた根源的問題は、教師が学習
者の「声」に十分耳を傾けてこなかったからではないか、この状況を改善することが今後の英語教育の方向性を
決定する重要な問題ではないのか、ということが見えてきた。

研究成果の概要（英文）：The following points have been found from this study: (1) in order to 
enhance students’ discourse construction ability, teachers emphasize the contexts of discourse and 
paraphrase their conversations, (2) in interactive classrooms, teachers repeatedly ask 
information-check as well as inference questions, (3) to enhance teachers’ classroom interactional 
competence, further research on discourse control ability and teacher-training sessions will be 
needed. More significant, however, is to acknowledge that little attention has been paid to 
students’ ‘voice’. Therefore, changing this situation would play a crucial role in establishing 
the direction of future English education in Japan.

研究分野： 応用言語学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の英語教育は大きく変わろうとしている。文科省は，小・中・高・大を通して英語力の持続的育成を図ろう
としている。その具体的方策として「授業は英語で」行うことを求めている（学習指導要領）。本研究は、日本
人英語学習者のコミュニケーション力不足の原因が，学習者の「言語知識」だけではなく，「談話構築能力」及
びその能力を育成する教師の「談話操作能力」に問題があるとして包括的に英語教育を捉え直した。さらに，英
語力が十分に伸びない背景に，学習者の「声」を拾い上げる授業が様々な理由で行われていない可能性を指摘し
た。学習者の「声」は学習への主体的な取り組みと関係しており，今後さらなる研究の必要性を示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
日本の英語教育は今大きく変わろうとしてい

る。文科省の進める「高大接続」プログラムに

示されるごとく，初等・中等及び高等教育の

接続を通して英語力の持続的育成を図ろうと

している。そのための具体的方策として「授

業は英語で」（高等学校学習指導要領）行うこ

とや大学入試における「4技能」試験の導入が
提唱された。 
 
このように制度的にはコミュニケーション能

力育成に向けて大きく舵が切られようとして

いるが，実際には教室内でインタラクション

が生まれていないという深刻な問題がある。

その主たる原因は多くの教師が英語知識の定

着に授業の重点を置いているからである。そ

の一方で，教師の 9 割が実践的指導法に関す
る情報交換や育成講習を望んでいることを示

す調査結果もある（Hosokawa, 2016）。コミ
ュニカティブな指導法が思うように普及しな

い原因として教師の英語力不足が指摘される

が，実際にはコミュニカティブな指導法に関

する実践知の不足の方が深刻である。今後指

導法改善にむけた抜本的対策が施されなけれ

ば，コミュニケーション能力育成を目指す教

育方針は破綻する可能さえある。 
 
この様な背景から、日本人英語学習者のコミ
ュニケーション力不足の原因は，単に学習者
の「言語知識」に問題があるのではなく，学習
者の「談話構築能力」（discourse construction 
ability）及びその能力を育成する教師の「談話
操作能力」に問題があるのではないか，と仮
定して包括的に英語教育を捉え直す研究が求
められる。 
 
２．研究の目的 
 
これまでの言語習得研究の中心は英語圏での

英語学習（ESL）が主たる対象となり，教室外
で英語に触れる機会が少ない日本の学習環境

（EFL）に必ずしも応用できるものではなか
った。これに対し，近年教室内での言語習得

に焦点を当てた研究が海外でも注目され始め，

教室談話と教師の役割の重要性に光が当てら

れるようになった（Walsh, 2011; Loewen, 
2015 など）。しかし，長年文法訳読式教授法
が中心であった日本の英語教育において，言

語使用を指導の中心に置くインタラクティブ

な授業に切り替えることは容易ではない。 
 
こうした状況を変えるものとして近年「内容」

学習と「言語」学習の両者に焦点を当てた

CLIL（内容言語統合型学習）や EMI（英語媒
介指導）といった指導法が提唱され，日本で

も導入されようとしている。ただ，こうした

教授法が教育現場に浸透する為には，教室内

での談話研究が不可欠であり，教師のどのよ

うな「語りかけ」がインタラクションを引き

起こすのか，また，インタラクションを通し

て学習者の英語表現がどう変化するのかに関

する研究が必要である。「授業は英語で」（高

等学校学習指導要領）という方針を成功させ

るためには，教室でのインタラクションを状

況に応じて自由に操作できるコンピテンスが

教師に求められる。しかし，そのような実践

的教室談話研究はまだ不十分であると思われ

る。 
 
研究課題の学術的「問い」 
 
課題（1）：教師は学習者の「談話構築能力」を
どのように育成しているか 
 
課題（2）：インタラクションが生まれる教室
談話にどのような「特徴・類型」があるか 
 
課題（3）：教室談話を誘導する教師の「クラ
スルーム・インタラクティブ・コンピテンス」

の育成はいかに可能か 
 
上記 3 点の研究成果は教室での学習が中心で
ある日本の英語教育に重要な示唆を与えると
考える。 
 
３．研究の方法 
 
平成 30年度：「教室談話に関する教師の意識
調査（質問紙）及び分析」 

 
学習者の談話構築能力育成に関する意識調
査，教室談話データ収集（授業観察），イン
タラクティブ・コンピテンス研究を推進す
るWalsh教授（University of Hong Kong）
と研究に関する情報交換を行う。 

 
令和元年度：「データ収集（授業観察・ビデオ
録画）及び談話分析」 
 
インタラクションを引き出す教室談話の分
析，及びインタラクションに発展する教室
談話の特徴に関する分析を行う。また、EMI
（English Medium Instruction）教育を進
めるMacaro教授（University of Oxford）
と研究データの共有及び意見交換を行う。 
 
注：Macaro教授との研究協議はパンデミッ
クのため中止した。 

 
令和 2年度：「過去 2年間で収集したデータを
分析・報告書作成」 
 
インタラクションを引き出す教室談話の研
究，及び教師のインタラクティブ・コンピ
テンス育成に向けた指導法研究を行う。 



 
注：パンデミックのため教室談話データ収集
が不十分であったため 2 年間延長して令和 4
年度まで研究を継続した。 
 
４．研究成果 
 
英語を使って英語の授業を行うためには，教

室内のインタラクションが重要である。単に

教師が英語を使うということではなく，学習

者との間でコミュニケーションが成り立ち，

英語を使うことを通して習得を促すことが求

められている。しかし，教室内での効果的な

インタラクションを維持するのは容易でない。

この様な事情から，教室談話（classroom 
discourse）の研究が注目され，Walsh（2006, 
2011, 2013）は CICの重要性について研究を
続けている。また，教師が自分の授業を振り

返る活動を通して，授業の質を上げようとす

る試みが Mann & Walsh（2017）によって研
究されているところである。 
 
本研究は「日本人英語教師のクラスルーム・

インタラクティブ・コンピテンス育成の為の

談 話 研 究 」 で あ り ， CIC （ Classroom 
Interactional Competence）に焦点をあてて，
教室談話の質を上げ，英語の習得を促す方法

について研究を行った。パンデミックの影響

で教室現場でデータを十分に収集することが

できず，また，研究を 2 年間延長して令和 4
年度まで実施した。その間パンデミックは終

息することなく十分な教室談話データを収集

することができなかったが，得られたデータ

の分析を通して確認されたことを前半でまと

め，後半では当初の研究射程を超えるが，今

回の研究を通して分かったさらに根源的な問

題について述べる。 
 
研究課題とその成果 
 
研究課題に対する成果は以下の通りである。 
 
課題（1）：教師は学習者の「談話構築能力」を
どのように育成しているか 
 
①コンテキストを大切にする 
 
授業の入り方から，教科書の進め方，教室

での話題へと今何が話題になっているのか，

頻繁に生徒に確認のことばをかけながら授

業を進めている。何かについていきなり話

し始めたり，クラスの一部の生徒だけが理

解できる談話が続いたりすることがないよ

うに注意している。 
 

②生徒の発言をパラフレーズする 
 

英語の発問に対して生徒が答えられなくて

も，少し間をおいて考える時間を与えてい

る。また，生徒の発言をパラフレーズ（言

い替え）してクラス全員が分かるように繰

り返すことで生徒の英語力を手助けしてい

る。 
 

課題（2）：インタラクションが生まれる教室
談話にどのような「特徴・類型」があるか 
 
①クラスの雰囲気 
 
インタラクションが活発になされているク

ラスは一様に教室が和やかな雰囲気で包ま

れている。生徒が明るく，緊張した雰囲気

がない。思ったことを自由に話し，教師が

生徒の言葉によく耳を傾けている。つまり，

コミュニケーションの「場」の構築に十分

に配慮している。 
 

②英語による発問の工夫 
 
教科書を使って授業を進めるためには，生

徒が語彙や文法を理解していることが基本

である。教師は，英語・日本語を臨機応変

に使って語彙の意味確認をしばしば行って

いる。また，テキストの内容確認において

は，事実関係を確認する発問に生徒の推論

を求める発問をうまく絡めながら投げかけ，

生徒自身の経験や意見をうまく拾っている。 
 

課題（3）：教室談話を誘導する教師の「クラ
スルーム・インタラクティブ・コンピテンス」

の育成はいかに可能か 
 
①振り返り（reflective practice） 
 
学校によって異なるが，お互いに授業を公

開して他の教師から意見を求める教師もい

る。お互いに学び合う態度及び情報を共有

し合う雰囲気が普通に存在する学校には，

教師も生徒も生き生きして活気がある。 
 

②教員研修のさらなる充実 
 
英語で英語を教えるという指導法が必ずし

も浸透しているわけではない。アンケート

調査から分かるように，インタラクティブ

な指導法を専門的に学んだ経験がない教師

が多い。今後，教室談話の構築方法や生徒

の発言を引き出すための研修や支援が必要

である。 
 

以上が本研究の簡単なまとめである。インタ

ラクションを重視する教師は様々な点を工夫

しながら授業を構築していることが分かった。



ただ，指導法については教師によってかなり

ばらつきがあるのも事実で，今後さらに教師

の CIC育成が課題である。 

根源的な問題 

以下は少し別の角度から英語教育を考えたい。

英語教育をマクロに観察すると，ここ数十年

間学習者の英語力に大きな進展が起こってい

ない。ミクロ的には教室での英語指導に様々

な工夫が見られが，マクロ的には教師の指導

を超えたところで大きな問題が存在している

ように感じる。教室での授業を概観すると，

次のトルストイの言葉が参考になる。 
 

All happy families resemble one another, 
each unhappy family is unhappy in its 
own way. (Anna Karenina) 
「幸福な家庭はすべて互いに似かよったも

のであり，不幸な家庭はどこもその不幸の

おもむきが異なっているものである」（新潮

文庫） 
 

「家庭」ということばを「授業」に替えてみる

とよくわかる。今回の研究を通して「何が教

室でのインタラクションを妨げているのかよ

く分からない」ということも感じた。つまり，

「うまくいっている授業は互いに似ていて，

うまくいっていない授業はそれぞれに問題が

ある」ということである。端的に言えば，コミ

ュニカティブな指導ができる教師育成が不十

分であるといえるだろう。教師の英語力，生

徒の反応を促すインタラクションの方法，英

語の使用を通して徐々に正確さを高める指導

力，など数え上げれば切りがないが，現場の

教師を支援し，大切に教師を育てる時間と財

政支援が足りないとも言える。したがって，

コミュニカティブな授業もあれば，そうでな

い授業もあり，授業の質が一定しない問題が

ある。このように様々な問題が山積している

のは事実だが，もっと根源的な問題が存在す

るのではないか。 
 
それは，生徒の「声」が奪われてしまっている

のではないか，ということである。この状態

で教室内のコミュニケーションを成り立たせ

ようとしても無理があるように思える。日本

の教育は英語に限らず，知識の伝達が中心で

あり，授業中の質疑応答や討論，またその延

長としてのエッセイの作成が限られている。

討論をするにしても，そこには形と答えが準

備されており，全く答えのない問いを考える

時間的な余裕がない。答えのない問いという

のは必ずしも解決策のない社会問題を指して

いるのではない。生徒の身の回りのありふれ

た出来事や好みの問題でも構わない。とにか

く自分で考えて話をまとめ，ことばで表現す

るという日常経験が不足している。これは全

教科に共通することで，英語力の育成を英語

教科のみで解決しようとすることに所詮無理

があるように思える。これまでの英語教育は

英語教科内で完結していたのではなかろうか。

たしかに，国語力と関連させて述べることも

あったが，その議論とは少し違うように思え

る。 
 
生徒には自分の「声」がある。つまり「言いた

いこと」がある。その「声」が教室内で尊重さ

れて，それを基に知識の獲得と理解が深まる

環境があれば，英語の習得はテクニカルな問

題に帰されるのではないかと思われる。たと

えば、インタラクションを通して文法に気づ

かせる（focus-on-form），生徒の発言内容を確
認する（negotiation, recastなど），タスクを
与えてグループで取り組む（ task-based 
language teaching），専門知識も同時に教え

てさらなる英語力を育成する（CLIL：内容言
語統合型学習）などこれまでに多くの研究と

提案がなされてきた。しかし，日本において

英語力育成がこれほど不成功に終わっている

のは，単に英語が日常使われない環境にある

だけでなく，鶴見（2010）が指摘したように
英語教育において「コミュニケーション」と

「英語」の順序が逆転して，英語の知識のみ

に終始し，生徒の「声」を拾い上げることに失

敗してきたからのように思える。換言すれば，

生徒の「声」を取り戻すことができなければ，

現状を変えることはできないということであ

る。 
 
本研究を通して，授業のやり方そのものを再
度見直し，生徒の「声」に耳を傾けているか，
生徒の「声」は失われていないか，などについ
て検討するとともに，失われた「声」を取り戻
すにはどのような方法があるのかという点に
ついて新たな研究が必要であると痛感した。
社会が内向きになり，不登校や引きこもる若
者が増えているのは，自分の「声」が届かない
ことへの失望や SNS に見られる匿名の過剰
攻撃による「声」の喪失ではないだろうか。
「声」があるところに「コミュニケーション」
がある。それを母語と異なることばで表現し
ようとするときに「外国語学習」がある，と考
えれば，これからの英語教育も大きく変わる
かも知れない。 
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